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図の説明

 座標系K（静⽌系）の原点O に時計A，原点から Y軸増加⽅向へ距離L だけ離れた
場所に時計B，原点から X軸増加⽅向へ距離L だけ離れた場所に時計C を配置する。
時計A と時計B は同じ時刻を指す時計だが，「時計の画」が光となって観察者に届
くまでの時間差は無いことにする。または時間差を認め，時間差が調整された時計
とし，違う距離にある⼆つの時計が指す時刻は，観察者からは同時刻に⾒える，と
する。
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 座標系K と同じように時計を配置した座標系K'（移動系）があり，座標系K' の時
計や軸にはアポストロフィを付けて A' や X' とする。
 座標系K' は X軸の負の座標から，座標系K と重なる軌道を取りながら X軸増加⽅
向へ移動する。⼆つの座標系が重なった瞬間に，座標系K' は光を発射する。座標系
K は，静⽌状態における光の移動を確認するだけなので，⽐較前なら，いつ発射し
ても構わない。光は時計A から時計B へ向かって発射される（A'から B'へ）。
 図1は，座標系K' が座標系K と重なってから⼀定量だけ移動した様⼦を表してい
る。

※A,B の時計は鏡で，光は光時計と認識してもよいです

相対性理論側の主張

 単位時間あたりの光の移動距離が伸びることから，速く移動すると時間は遅延す
る。

概説

 移動している座標系から光を垂直⽅向へ発射して，光の移動距離に伸びが⾒られ
ても，光を後⽅へ発射すると，伸びはありません。時間の遅延が起きているなら，
どの⽅向に光を発射しても時間の遅延を検出できるはずです。
 光の移動距離の伸びは別の事象の作⽤で，時間の遅延が起きているわけではあり
ません。

詳細

 「光速度不変の原理」は，どの観察者から眺めても，光は速さc（秒速３０万キ
ロ）で移動する，とされてますので，⾃動⾞の運転⼿A' による観察の場合，前進し
ている⾃動⾞の前⽅へ向けて光の⽟を発射すれば，光の位置は⾃動⾞の前⽅３０万
キロ×秒数の場所です（C'）。垂直⽅向へ発射なら，⾃動⾞の垂直⽅向３０万キロ×
秒数の場所で（B'），後⽅へ発射なら，⾃動⾞の後⽅３０万キロ×秒数の場所です
（D'）。
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 静⽌系から発射した光の⽟は，静⽌系の発射場所にいる観察者A から観察すれ
ば，前⽅へ発射した光の移動場所はC で，垂直⽅向ならB，後⽅へ発射ならD の場所
です。

 光の発射場所A から光の場所B まで（線分AB）よりも，光の発射場所A から光の
場所B' まで（線分AB'）の⽅が⻑いので，不変の速さで移動する光の移動距離が，
単位時間あたりで，静⽌状態（静⽌系）よりも移動状態（移動系）の⽅が⻑いこと
になり，速く動くと時間の遅延が発⽣する，とされています。

****

 しかし後⽅へ発射した光は，移動系の観察者A' から眺めると，D' の場所になりま
すので，線分AD' は線分AB よりも短いため，光の移動距離に伸びはありません。

 速く動くと時間が遅延するなら，どの⽅向へ発射しても光の移動距離は伸びるは
ずです。発射⽅向によって光の移動距離が伸びたり縮んだりするなら，時間の遅延
は起きてません。
 「収縮」が起きても同じです。

 後⽅へ発射した光の到達場所D' ですが，線分AD' の⻑さは線分AA' と線分A'D' の
⻑さの合計と⾒なすなら（AA'D'），線分AB' は AA'B' となり，AA'B' と AA'D' は
同じ⻑さなので，線分AB よりも AA'D' の⽅が⻑くなり，光を後⽅へ発射しても時
間の遅延が発⽣しますが，線分AB' を AA'B' にするので，線分AB と AA'B' を⽐較
することになり，相対性理論は線分AB と線分AB' を⽐較して話を進めますので，⾷
い違いが起きます。

結論

 相対性理論は偽りです。
 光を発射する⽅向で，光の移動距離が伸びたり縮んだりするならするなら，座標
系の移動によって伸縮しているだけで，時間の遅延が起きているわけではないので
す。速く動いても時間は遅延しません。

-3-



Ｑ＆Ａ

Ｑ１ 光の場所は観察者を基準にしているが，⽐較は静⽌系と移動系を区別せず
にしているのはなぜか︖

Ａ 相対性理論が光の発射場所A から静⽌系のB（線分AB）と，光の発射場
所A から移動系のB'（線分AB'）を⽐較しているためです

Ｑ２ 移動系が垂直⽅向へ発射した光は，発射場所の移動の影響は受けず，Y軸増
加⽅向へ直進するのではないか︖複数の光の⽟を発射するなら，Y軸増加⽅
向へ直進する光の⽟が X軸増加⽅向に複数⽣まれ，斜め線は「複数」の光
の⽟を繋いだ線分BA' になると思う（線分AB' は⼀筋の光）

Ａ A' から観察しているので，B' へ向かえば，光は Y軸増加⽅向へ直進して
いることになり，移動系の光の⽟の移動場所を静⽌系座標に書き込む
と，線分AB' になりますよ，と相対性理論はしているのだと思います

Ｑ３ 線分AB' は線分AB よりも⻑いから，時間の遅延が起きるのであれば，線分
AB の⻑さと，線分AB' の⻑さの⽐率で，時間の遅れ具合が決まると思われ
る。だが，線分AC' は線分AB' と同じ⻑さではないので，光を発射した⽅
向によって，時間の遅れ具合が違うことになる。どういうことか︖

Ａ 当ページは答える⽴場にありませんので，提唱者に訊いて頂くしかあり
ません。光の発射⽅向は垂直⽅向でなければならない理由は⾒当たりま
せんので，⾊んな⽅向へ発射した場合について疑問に思うのは⾄極当然
のことです
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Ｑ４ 移動系が前⽅へ移動している中で後⽅へ光を発射すれば，光（D'）は光の
発射場所（A）に近づくので，光の移動距離（線分AD'）が線分AB よりも
短くなるのは当然ではないか︖

Ａ 光を全⽅向へ発射した場合を論じない相対性理論に⽋陥があるのです
（図2）

図2

 線分AB の⻑さと，各頂点までの⻑さを⽐較するための図（円は補助線）。点A か
ら各頂点までを⾚線で引いて，⾚線がそれぞれの⻑さを表している（線分AC' の⾚
線は省略）。

 線分AB' と線分AC' と線分AE' と線分AF' は線分AB よりも⻑く，線分AD' と線分
AG' と線分AH' は線分AB よりも短いです。また，発射⽅向で光の移動距離の違いが
わかります。なぜ垂直⽅向に光を発射しなければならないのでしょう︖
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Ｑ５ 観察者を基準に光の⽟の移動場所が決まるなら，電⾞の速さを受け取って
移動している電⾞内のボールと同じなので，移動系の光の⽟も，移動元の
速さを受け取って移動していることになり，光速度不変の原理に反したま
ま，このページは説明を進めていないか︖

Ａ 光速度不変の原理は，「光は真空中を，光源の運動状態に無関係な，ひ
とつの定まった速さc をもって伝番する[1]」としてますので，移動元の
速さが光の速さに加算されているなら，不変が崩れているので原理に反
しています。しかし，どの観察者から観察しても，光は速さc で進むの
ですから，「観察者の現在位置」から３０万キロ×秒数が光（の⽟）の
移動場所です。

「観察者の現在位置」が基準なので，移動中の観察者が停⽌したら，停⽌し
た場所から３０万キロ×秒数が光の移動場所で，移動を再開したら，再開移
動後の場所が基準で，後進したら，後ろへ下がった場所が基準です。光（の
場所）は観察者の移動（位置変更）の影響を受けます。

「観察者の最初の観察位置」が基準なら，例えば速さc で移動中の観察者と
並⾛している光は，光が先⾏するはずがしません。なぜなら，１秒後に観察
者が３０万キロ移動していても，最初の観察位置を基準にするので，光は最
初の観察位置から３０万キロの場所に移動しており，１秒経つ間も同じ法則
が適⽤され，光は観察者と並⾛します。観察者の現在位置を基準にすること
で，光は先⾏するのです（初⾒の⽅は意味不明に違いない）。

光速度不変の原理の真意は，提唱者に確認するしかありません。

タイムマシン

博⼠ 「ツンデレ君，聞きたまえ。世紀の⼤発⾒だ!!」
ツンデレ「なんです。この世界が根源を追究せずに話を進めてしまう理由が分かっ

たんですか︖」
博⼠ 「そうではない。相対性理論では速く動いている最中に，進⾏⽅向に対し

て垂直に光を発射すると，時間の遅延を検出できることが知られている
が，進⾏⽅向と逆⽅向（後⽅）へ光を発射すると，時間は早まる（線分
AD'）ことが判明した!! これを利⽤すれば，タイムマシンを作れるぞ︕」
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ツンデレ「未来へ⾏くなら後⽅に発射して，過去へ戻るには垂直に発射するんです
か︖じゃあ，後⽅と垂直へ同時に発射したら，差分を取るんですか︖」

博⼠ 「そうじゃ」
ツンデレ「いろんな⽅向にたくさん光を発射したら，発射した光を⼀つずつ正の数

と負の数に置き換えて，⾜し算の合計で時間の⾏き先が決まると」
博⼠ 「そうじゃ。そうじゃ」
ツンデレ「光を発射しなかったら，時間は現代のまま…。⼀⾒，時間を制御してい

るようですけど，『速く動くと時間が遅くなる』と⾔われていて，後⽅
へ発射すると時間が早まるにしても，どうして過去または未来へ⾏ける
んですか︖それに，速く動いている最中に垂直⽅向へ発射すると，時間
の遅延を検出できても，後⽅へ発射したら，時間の早まりが検出できる
んですから，検出⽅法に⽋陥があるんですよ。おかしいですって」

博⼠ 「そ，そうか。すまん…」
おしまい
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